





































































当選 321.286 64.8％ 106,813 62.4％ 山田修路 自民党 公明党
113．817 23.0% 39,024 22.8％ －川保夫 民主党
40,295 8.1％ 18，668 10．9％ 亀田良典 共産党
10．114 2.0％ 3,786 2.2％ 浜崎茂 無所属













101 17．6％ 28 4.9％ 28 4.9％ 2 0.3％ 6 1.0％
実行力がある 59 10．3％ 32 5.6％ 10 1．7％ 2 0.3％ 3 0.5％
人柄がよい 100 17．5％ 48 8.4％ 23 4.0％ 7 1．2％ 10 1.7％
いずれの印象
も無い
301 52.5％ 393 68.6％ 426 74.3％ 461 80.5％ 454 79.2％
無回答 65 11．3％ 89 15．5％ 98 17．1％ 102 17．8％ 104 18．2％









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































得票数 得票率 得票数 得票率 得票数 得票率
民主党 7,134,215 13．4％ 79,407 15．9％ 28.113 16．1％
自民党 18,460,335 34.7％ 245.762 49.3％ 75,671 43.4％
公明党 7,568,082 14．2％ 46,480 9.3％ 17，394 10.0%
みんなの党 4,755,160 8.9％ 29.352 5.9％ 11．643 6.7％
共産党 5,154,055 9.7％ 29,868 6.0% 13．751 7.9％
社民党 1,255,235 2.4％ 9,329 1.9％ 3．717 2.1％
維新の会 6,355,299 11．9％ 40,996 8.2％ 17，058 9.8％
生活の党 943.836 1．8％ 5,825 1.2％ 2,320 1.3％
緑の党 457.862 0.9% 3.688 0.7％ 1．679 1｡0%
幸福実現党 191.643 0.4％ 2,810 0.6% 911 0.5%
みどりの風 430,742 0.8％ 2,408 0.5％ 960 0.6%





























































































































































































































































































































































































































































































































































合計 143 12 5 46 11 4 37 15 300 573
金沢市における「選挙に関する意識調査」報告書
6．おわりに
本稿は、有権者は候補者をどのようなイメージで捉えているのか、そしてそ
れは投票行動にどのような影響を与えているのかについて、2013年参院選後
の金沢市における意識調査のデータを、前回2010年参院選後に行った同様の
調査のデータとも比較しながら分析を行ってきた。
今回の調査でも前回の調査でも共通して確認されたことは、全体的に、候補
者について何らかの良いイメージを持つ人は少なく、政党ではなく候補者を基
準に投票する人も少ないことである。多くの有権者は新人は言うに及ばず現職
の候補者についてすら何ら良いイメージを持っていないこと、公認候補を出し
ている政党の支持者であってもその候補者について何ら良いイメージを持たな
い人が多いこと、たとえ候補者個人について特に良いイメージが無くても支持
政党の公認候補に忠実に投票する人が多いこと、また、候補者名で投票する選
挙区選挙であっても政党を基準に投票する人が多いことが確認された。
しかし、数は少ないながらも候補者について何らかの良いイメージを持って
いる人については、それは投票行動に大きな影響を与えていることが今回の調
査でも確認された。各候補者について何らかの良いイメージを持つ人には投票
に行った人が多く、逆に各候補者について「印象がない」と答えた人には棄権
した人が多い。特に、支持する政党を持たない人にはその傾向が顕著であり、
支持政党を持たない人にとっては候補者イメージが投票の際の重要な手掛かり
になっていることが分かった。また、候補者イメージが比例代表での投票政党
とは異なる政党の公認候補への投票につながることも少なくないこと、政策、
実行力、人柄の3つの候補者イメージの中では、特に政策について良いイメー
ジを持つことが、その候補者への投票につながりやすい、ということも、再度
確認された。
一方、今回の調査と前回の調査で異なった分析結果になったものもある。前
回調査では、自民党公認の現職候補について良いイメージを持っている人が多
く、特に、実行力と人柄について良いイメージを持っている人が多かった。今
金沢法学56巻2号(2014）2〃
報告書
回調査では、現職の一川候補は、政策、実行力、人柄のいずれの点のイメージ
でも新人の山田候補に及ばなかった。失言などの影響で悪いイメージはあって
も良いイメージが無かっただけという可能性もあるが、好き嫌いを別にした認
知度についても、現職の一川候補は新人の山田候補に及んでいなかった。
また、前回は、自民党の現職候補への投票者は候補者個人を評価して投票し
た人が多く、民主党候補や共産党候補への投票者は政党を評価して投票した人
が多い、という違いが明確にあったが、今回は､共産党候補への投票者に政党
を評価して投票した人が多い点は前回と同じだが、自民党候補への投票者に特
に候補者個人を評価して投票した人が多いということはなかった。自民党の山
田候補は、今回の候補者中では最も認知度やイメージが高かったとはいえ、新
人であるためか前回参院選の自民党の現職候補に比べると実行力と人柄の点で
良いイメージを持つ人が少なく、山田候補への投票者は政党を基準に投票した
人が多かった。
前回調査の報告書においては、「今後の課題」として、なぜ候補者によって
有権者のイメージやその投票行動への影響が異なるのか、それは所属政党の特
性を反映しているのか、現職か新人かという違いを反映しているのか、それと
も候補者の特性を反映しているのか、について、複数の選挙や候補者について
調査・分析を重ねることによって明らかにする必要を挙げておいた。
共産党候補への投票者に政党を重視して投票する人が多いことについては前
回と今回で分析結果が一致しており、政党（及びその支持者）の特性を反映し
ているといえそうだが、自民党と民主党の候補者については、同じ自民党の候
補者であっても、前回の岡田候補と今回の山田候補では大きく異なり、同じ現
職の候補者であっても、前回の岡田候補と今回の一川候補では大きく異なって
いた。
本稿は、候補者イメージとその投票行動への影響について、2013年参院選
後の金沢市における意識調査のデータを、前回2010年参院選後に行った同様
の調査のデータと比較しながら分析をしてきたが、まだ多くの課題が残されて
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おり、今後さらに調査・分析を進める必要がある。
本稿の最後に、お忙しい中、本調査にご回答を頂いた573人の方々に厚く御
礼申し上げたい。
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